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糖尿病教育入院患者のバリア
ンスの分析

２０２２年５月から２０２３年８月まで
に当院入院し、糖尿病教育入院を
行った糖尿病患者。

繰り返し教育入院を必要とする症例がある。
また、医学の進歩に伴い、入院患者の年齢層
は上がっており、高齢者でのパス逸脱例も増
加している。これらのことから、本研究ではバ
リアンスの抽出・分析を行い、当院におけるバ
リアンスの原因を追究することで高齢社会に
合わせたパスの適切化を行う。

2025年7月　研究承
認後から2027年3月
31日

１）患者基本情報：年齢、性別、既
往歴、入退院日
２）血液・尿検査：HbA1C、空腹時
血糖、BUN、Cr、尿中アルブミン
３）理学所見：身長、体重、血圧
４）リハビリテーションの有無、認
知機能検査の有無と検査結果

大村　健人

がん診療均てん化のための臨
床情報データベース構築と活
用に関する研究

院内がん登録2023年症例(2023年
1月1日～2023年12月31日)

院内がん登録とDPCデータの一元管理を試
み、がん医療の実態を把握するデータベース
を構築と活用法の検討を行う。（採録負担の
少ない方法による診療実態の把握、標準診療
実施率の算定、構築したデータベースを利用
し、がん対策、がん診療向上のための有用解
析など）

2013年7月29日～
2027年3月31日

① 2023年院内がん登録全国集
計への提出したデータ ② DPC調
査で提出している形の 2022年10
月～2025年3月分の外来・入院の
EF統合ファイル、および様式１
ファイル

実施責任者：田尾　友
哉
研究責任者：国立が
ん研究センターがん
対策研究所医療政策
部鈴木達也


